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はじめに：ファイバレーザーを用いた光周波数コムは，小型・安定でほぼメンテナンスフリーと

いった特徴を持つ実用的なコム光源として期待されている．しかし，通常の光ファイバは曲げや

捻り，温度変化などの外乱により伝搬する光の偏光状態が変化し，出力特性が不安定になるとい

う問題がある．本研究では，安定・小型な

実用的な光周波数コムを実現するため，単

層カーボンナノチューブ(SWNT)を用いた

超短パルスファイバレーザーをベースと

した，偏波保持型の光周波数コム光源を開

発し， frep 及び fceo(carrier envelope offset 

frequency)の安定化制御を行った． 

実験と結果：本研究の実験系を Fig.1に示す．はじめに， SWNT

を用いた繰り返し周波数 46 MHz，全分散値－2.72×10－2 ps2の

全偏波保持超短パルスファイバレーザーからの種光をシミラ

リトン増幅した．次に，増幅されたパルスを偏波保持シングル

モードファイバで分散補償し，偏波保持高非線形分散シフトフ

ァイバに入射することにより平均出力 170 mW，波長 1.0~2.2 

μmの 1オクターブ以上に広がるスーパーコンティニューム光

を生成した．この SC 光を周期分極反転ニオブ酸リチウム

(PPLN)結晶を用いた f－2f 干渉計に入射することで fceoを観測

した．Fig.2に観測した RFスペクトルを示す．励起光強度を最

適化した際には，フリーラン時の fceoの線幅が 7 kHzという結

果が得られ，時間的に安定な振る舞いを示した．次に，バンド

パスフィルタ，位相検出回路，PID回路を用いて安定化制御を

行った．ファイバレーザーの EOMにフィードバックをかけ，

共振器長を変化させることで frepを安定化した(Fig.3)．また，

LD により強度変調をかけることで fceoも安定化した．その結

果，Fig.4に示すように fceoは線幅が 1 Hz以下に狭窄化され，

位相同期による安定化を達成した． 

参考文献：[1]E. Baumann, et al., Opt. Lett. 34(5), 638–640 (2009) 

Fig. 1 Experimental setup for locking frep and fceo. 

Fig. 2 RF spectrum of fceo and frep. 

Fig. 3 RF spectrum of locked frep. 

Fig. 4 RF spectrum of locked fceo. 
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